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戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

池
川
中
三
年
　
　
伊
藤
　
涼
子

―
あ
ぁ
、
な
ん
て
平
和
な
ん
だ

ろ
う
― 十

一
月
十
九
日
、
第
一
回
仁
淀
川
町
「
中
学
生
の
主
張
」
発
表
会

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
三
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
発
表
会
は
、
青
少
年
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
昨
年
五
月
に
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
が
発
足
し

た
の
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

将
来
の
夢
や
部
活
動
に
つ
い
て
、
ま
た
他
人
へ
の
思
い
や
り
や
優

し
さ
、
人
と
の
か
か
わ
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
六
人
が
力
強
く
発
表
し
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

池
川
中
三
年
・
伊
藤
涼
子
さ
ん
の
発
表
内
容
と
、
当
日
述
べ
ら
れ

た
堅
田
潤
平
町
教
育
研
究
所
長
か
ら
の
講
評
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
は
昨
年
か
ら
と
き
ど
き
、
こ

の
青
い
空
を
見
上
げ
、
そ
う
思
い

ま
す
。
鳥
の
さ
え
ず
り
、
川
の
流

れ
る
音
、
子
供
た
ち
の
笑
い
声
。

他
に
何
が
い
る
で
し
ょ
う
？

そ
う
思
い
始
め
た
の
も
、
や
っ
ぱ

り
昨
年
か
ら
で
す
。

私
は
昨
年
、
修
学
旅
行
で
沖
縄

に
行
き
ま
し
た
。
中
学
校
生
活
の

思
い
出
の
一
つ
と
し
て
、
お
も
い

っ
き
り
楽
し
も
う
！
そ
ん
な
風
に

私
た
ち
の
思
い
を
伝
え
た
い
…

第
一
回
「
仁
淀
川
町
中
学
生
の
主
張
」
発
表
会

考
え
な
が
ら
の
出
発
で
し
た
。
私

は
、
沖
縄
へ
行
っ
た
こ
と
が
無
か

っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
所

へ
行
く
の
か
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
青
い
海
と
、
伝
統

芸
能
で
有
名
な
沖
縄
。
し
か
し
、

忘
れ
て
い
け
な
い
の
は
沖
縄
で
戦

争
が
あ
り
、
多
く
の
被
害
者
が
出

た
こ
と
で
す
。

飛
行
機
か
ら
降
り
て
、
ま
ず
向

か
っ
た
場
所
は
首
里
城
で
す
。
事

前
調
査
で
見
た
写
真
と
同
じ
で
、

す
っ
か
り
盛
り
上
が
っ
て
い
る
私

の
耳
に
、
信
じ
ら
れ
な
い
言
葉
が

届
き
ま
す
。

「
今
の
首
里
城
は
、
戦
争
で
破

壊
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
復
元
し
た
も

の
で
あ
る
・
・
・
。」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
よ
く
見
る

と
所
々
石
垣
の
色
が
違
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
惨
な
光

景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
、
私
は

必
死
に
頭
を
ふ
り
ま
し
た
。
首
里

城
で
何
枚
か
の
写
真
を
撮
り
ま
し

た
が
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
ご
し
に
見

る
首
里
城
は
や
っ
ぱ
り
、
戦
争
の

被
害
を
受
け
た
も
の
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
、
強
く
、
強
く
、
し
っ
か

り
と
立
っ
て
い
ま
し
た
。

私
達
は
、
平
和
記
念
公
園
に
も

行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
ぬ

ち
ど
ぅ
宝
」（
命
こ
そ
宝
物
）
と

い
う
言
葉
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
確
か
に
、
ど
ん
な
財
宝
も
地

位
も
命
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
全
校
生
徒

で
折
っ
た
千
羽
鶴
を
渡
し
ま
し

た
。
鶴
に
は
全
員
の
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
願

い
が
か
な
う
よ
う
に
、
祈
り
ま
し

た
。
そ
の
日
は
一
日
、
自
分
な
り

に
戦
争
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し

た
。他

に
も
、
ガ
マ
（
洞
窟
）
に
行

き
ま
し
た
。
戦
争
中
、
米
軍
か
ら

身
を
隠
し
て
生
活
し
て
い
た
洞
窟

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
中
に
入
る

と
と
て
も
冷
た
く
、
暗
く
、
心
細

い
気
持
ち
に
な
る
場
所
で
し
た
。

と
て
も
普
段
生
活
し
て
い
る
よ
う

な
所
と
は
違
い
ま
す
。
全
員
で
明

か
り
を
消
し
ま
し
た
。
そ
こ
は
別

世
界
で
す
。
と
て
も
暗
く
、
こ
わ

か
っ
た
事
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
の
洞
窟
の
中
で
、
国
を
守

る
た
め
に
戦
い
、
亡
く
な
っ
た
方

た
ち
の
無
念
が
は
れ
る
よ
う
に
、

静
か
に
目
を
閉
じ
、
黙
祷
を
し
ま

し
た
。
こ
ん
な
暗
闇
で
、
何
を
思

っ
て
生
活
し
て
い
た
か
・
・
・
想

像
し
た
だ
け
で
、
胸
が
痛
く
な
り

ま
し
た
。
も
う
一
度
明
か
り
を
つ

け
、
辺
り
を
見
渡
す
と
そ
こ
に
は

く
つ
や
鍋
な
ど
、
当
時
使
わ
れ
て

い
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

ま
し
た
。端
か
ら
端
ま
で
歩
く
と
、

よ
う
や
く
外
に
出
ま
し
た
。
外
に

出
る
と
光
が
眩
し
く
、青
い
空
が
、

よ
り
い
っ
そ
う
青
く
見
え
ま
し

た
。
外
で
、
ガ
マ
の
中
を
案
内
し

て
く
れ
た
戦
争
経
験
者
の
方
に
、

実
際
に
経
験
し
た
戦
争
の
こ
と
に

つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の

方
は
と
て
も
つ
ら
い
思
い
出
な
の

に
、
私
達
に
数
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
や
は
り

教
科
書
と
は
ま
た
違
う
生
の
声

は
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

周
り
の
人
た
ち
が
戦
死
し
て
い
く

と
い
う
の
は
、
と
て
も
計
り
し
れ

な
い
悲
し
み
が
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
悲
し
す
ぎ

る
戦
争
の
実
態
に
思
わ
ず
涙
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

三
泊
四
日
の
修
学
旅
行
で
、
私

は
沖
縄
戦
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
悲
し
い

戦
争
に
耳
を
ふ
さ
ぎ
た
く
な
る
こ
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と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
事

実
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
教
え

て
も
ら
っ
た
貴
重
な
沖
縄
戦
の
知

識
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
あ

り
の
ま
ま
を
語
り
継
ぎ
、
二
度
と

戦
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
私
に

少
し
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

な
ら
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

今
の
日
本
は
、
ど
こ
よ
り
も
平

和
な
国
で
す
。
そ
れ
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
で
の
大
き
な
犠
牲
が
日

本
を
進
歩
さ
せ
た
か
ら
で
す
。
戦

争
は
人
を
傷
つ
け
、
歴
史
に
傷
を

つ
け
、
人
の
心
に
闇
を
つ
く
り
ま

す
。
戦
い
、
争
う
こ
と
が
一
体
何

「中学生の主張」講評
仁淀川町教育研究所長　堅田　潤平

６人の中学生の皆さんが、「戦争と平和」や
「人権意識」の問題、あるいは「将来の夢」な
ど、それぞれ異なったテーマで意見発表をして
くれました。
今年の５月にスタートした仁淀川町青少年健

全育成協議会の、いわばこけら落としの発表会
にふさわしく、いずれも立派な内容に感心させ
られました。
いま、子どもたちをめぐって深刻な事件や事

故が後を絶たず、さながら“子ども受難の時代”
とも言える社会の状況に、多くの人たちが心を
痛めています。
何かと暗い話題が多い中で、中学生の皆さん

の力強いメッセージを聞いて、とても安心しま
した。身びいきをするわけではありませんが、
やっぱりウチの子どもたちはいい、少なくとも
仁淀川町の子どもたちはちゃんと育っている、
というのを実感します。
どの学校でも落ち着いて学習が進められてい

るし、仲間づくりもしっかりできていると思い
ます。発表を通して、そんな日ごろの学校生活
の様子や、さらには家庭での暮らしぶりなども
伝わってまいりました。
これからの厳しい社会に適応していくのに、

“生きる力”がキーワードとして取り上げられ
ていますが、その要素の一つは“伝え合う力”
であり、“かかわり合う力”であろうと思いま
す。日ごろから自らの思いをきちんと伝え、一
方、人の話に耳を傾ける、そういうトレーニン
グを積んで、これを力として身につけていくこ
とが必要ではないでしょうか。
ともあれ、次世代の主役となり、本町の将来

を担う若者たちの頼もしい息吹に触れた思いが
いたしました。発表者の皆さんには、それぞれ
の学校で一層活躍し、輝いてほしいと願ってい
ます。
家族の中でも、地域でも、元気の源はやはり

子どもたちです。そして、一人一人が心豊かで、
健やかに成長することを心から願ってやみませ
ん。

その他の発表者

「部活動を通して学んだこと」 吾川中３年　岡林　美緒

「将来の夢をかなえるために」 吾川中３年　藤原　大士

「一人一人の人権意識」 池川中３年　山本　　舞

「障害者スポーツに思う」 仁淀中３年　西森　希美

「伝えることの大切さ」 仁淀中２年　西森　哲也

に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
武
力
で
し
か
国
を
守
れ
な
い
」

そ
ん
な
現
状
が
一
分
で
も
、
一
秒

で
も
早
く
変
わ
れ
る
よ
う
に
私
は

戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
平
和
の
尊
さ

を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。
今
の
日
本
の
平
和
は
、
多

く
の
人
の
犠
牲
が
作
り
出
し
て
い

る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
過
去
の
犠
牲
を
無

駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
は

日
本
の
平
和
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界
か

ら
「
戦
争
」
が
な
く
な
る
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

発表の様子
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12月３日、中央公民館で、早稲田大学人
間科学学術院・前橋明教授を講師にお迎え
して、子育て講演会（主催・地域教育推進
協議会、教育委員会）を開催しました。
生活リズムを向上させるためのキーワー

ドとして、休養（睡眠）・栄養（食事）・
運動を中心に、これまでの全国のデータや
高知県のデータ、仁淀川町のデータ結果の
分析を基に具体的にお話をしていただきま
した。
幼児期に習慣付けたい生活リズムとは、

朝６時半から７時ごろには起きて朝ごはん
を食べ、排便を済ませてから登園をする。
日中は体をいっぱい使って友達と一緒に遊
ぶ。特に本来体温がピークになる午後３時
から５時ごろに体を使って遊んだり、運動
したりするとお腹がすき夕食をしっかり食

べ、心地よい疲れを生じて早く眠くなり、
９時ごろには眠りにつく。という一日の流
れです。
各家庭により生活は異なりますが、早寝

早起きをする、毎日朝ごはんを食べる、食
事のときはテレビを消すなど、キーワード
の何か一つでもいいので、できることから
取り組んでいくといいですね、と分かりや
すい講演をしていただきました。

生
活
リ
ズ
ム
の
向
上
戦
略
・

学
習
効
率
を
あ
げ
る
生
活
の
知
恵

前
橋
教
授
の
講
演

子育て講演会

十
一
月
二
十
六
日
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
池
川

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
吾
川
中
学

校
体
育
館
を
会
場
に
、
約
二
百
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
堂
に
会
し
た
交
流

会
、
男
性
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女

性
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
雨
天
の
た

め
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
中
止
と
な

り
、
全
員
が
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

好
プ
レ
ー
あ
り
、
珍
プ
レ
ー
あ

り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
交
流
会

好プレー続出！？

みんなでスポーツ！

試
合
の
様
子

第30回高知県スポーツ少年団秋季軟式野球交流大会

11月23・25日に、春野総合運動公園で開催さ
れ、長者アタッカーズが出場しました。結果は
次の通りです。
１回戦　長者８－７潮江ＳＳ
２回戦　長者１－７宇佐リトルエース

第１回「さくらクラブ吾川」冬季スカッシュバレー大会

12月１日、吾川中学校体育館で冬季スカッシ
ュバレー大会が６チーム、22人の参加で開催さ
れました。結果は次の通りです。

優　勝 吾川商工会＆森山フレッシュヤング連合Ａ
（吉村 、松田里子、品原敦子、谷りつ子）

準優勝 吾川商工会＆森山フレッシュヤング連合Ｂ
第３位 名野川Ｂ

第24回川渡フニガ淵杯ゲートボール大会

12月３日、川渡地区ゲートボール場で７チー
ム、34人が参加して行われました。結果は次の
通りです。
優　勝 マル山（堀部清喜、山本増一、堀部富恵、

掛水満千子、大野拓三）
準優勝 沢渡
第３位 ヒノキ山
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こんにちは！�
　　　保健師です�

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
い
つ
も
よ
り
も

飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
量
が
多

め
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
ま
で
も
、

お
い
し
い
物
を
お
い
し
く
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
に
、
今
回
は
「
血

液
サ
ラ
サ
ラ
食
生
活
の
ポ
イ
ン

ト
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

合
言
葉
は
、
「
オ
・
サ
・
カ
・

ナ
・
ス
・
キ
・
ヤ
・
ネ
」

「
オ
」
お
茶
…
渋
み
の
成
分
カ
テ

キ
ン
が
血
液
の
酸
化
を
防
ぎ
ま

す
。

「
サ
」
魚
…
血
液
の
流
れ
を
よ
く

す
る
成
分
が
あ
り
ま
す
（
Ｄ
Ｈ
Ａ

な
ど
）。

「
カ
」
海
草
…
ぬ
め
り
の
成
分
ア

ル
ギ
ン
酸
は
血
糖
値
の
上
昇
を
防

ぎ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
抑
え
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。

「
ナ
」
納
豆
…
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー

ゼ
と
い
う
成
分
に
血
栓
を
溶
か
す

働
き
が
あ
り
ま
す
。

「
ス
」
酢
…
ク
エ
ン
酸
が
血
液
を

サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
く
れ
ま
す
。

「
キ
」
キ
ノ
コ
…
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
血
糖
を
抑
え
る
働
き
が
体
の

調
子
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。

「
ヤ
」
野
菜
…
食
物
繊
維
や
ビ
タ

ミ
ン
･
ミ
ネ
ラ
ル
類
が
、
体
の
調

子
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。

「
ネ
」
ネ
ギ
…
タ
マ
ネ
ギ
や
ネ
ギ

の
辛
味
の
成
分
ア
リ
シ
ン
が
、
血

栓
を
作
ら
な
い
よ
う
に
働
い
て
く

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
食
材
を
上
手
に
取
っ

て
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
せ

る
体
作
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

「オ・サ・カ・ナ・ス・キ・ヤ・ネ」で血液サラサラ！�「オ・サ・カ・ナ・ス・キ・ヤ・ネ」で血液サラサラ！�

本格的な冬到来、石油ストーブなどの暖房
器具のお手入れは万全でしょうか。
平成17年中のストーブによる火災をみると、

全国で2,025件発生しており、中でも石油スト
ーブによる火災が最も多く、全体の６割を占
めています。
またストーブによる火災の主な原因は、可

燃物の接触、落下、引火、使用方法の誤り、
消し忘れ、加熱、使用中の給油などとなって
います。
寒い時期、ストーブなどの暖房器具を使用

する機会が多くなります。火災を発生させな
いよう、特に次の点に注意しましょう。
使用に当たっての注意事項
○ストーブの近くに衣類など燃えやすい物を
置かない。
○ストーブの近くでヘアスプレーなど、引火
の危険性があるものを使用しない。
○カーテンなどがストーブに接触しないよう、
離して使用すること。

○不完全燃焼による一酸化炭素中毒を防ぐた
め、定期的に部屋の換気を行うこと。
使用方法
○給油する場合は、火を消してから行う。
○一定以上の振動を感じたり、転倒した場合
に自動的に消火する耐震自動消火装置付き
のものをできるだけ使用すること。
灯油用容器の保管
○保管場所は火気を使う場所から遠ざけると
ともに、直射日光を避ける場所に保管する
こと。
○地震時に容器が転倒したり、落下物によっ
て容器が破損したりしないようにすること。

火災・救急（病院紹介）の問い合わせ
高吾北消防署
@２６・２１１１
仁淀川分署
@３５・００１７

高吾北消防本部�

石油ストーブなどの安全な取り扱い�

火
災
に
注
意
！

燃
え

ち
ゃ
う
よ
！
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税務署からのお知らせ

申告期限および納期限�

申告所得税、個人事業所の消費税および地方消費税の確定申告期限および納期限は、
平成18年分申告所得税の確定申告…平成19年3月15日（木）
平成18年分個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告…平成19年4月2日（月）

※納期限は、申告期限と同日です。
早期から計画的に納税資金の準備をお願いします。

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
付

振替納税
納税には安全・便利な振替納税をお勧めしま

す。
振替納税のメリットは、
１．指定した金融機関の口座から自動的に振り
替えて税金を納付する制度ですので、うっか
り納期限を忘れることがありません（振替日
の前日までには残高の確認をお願いします）。
２．納税のために現金を持ち歩く必要もないの
で、安全で便利です。

３．振替納税のご利用については、税務署に用
意してある「預貯金口座振替依頼書兼納付書
送付依頼書」に必要事項を記入の上、ご利用
される金融機関の口座の届出印を押印し、税
務署またはご利用される金融機関に提出して
いただくだけです。
なお一度提出していただければ、以後の納

税についても継続してご利用になれます。
「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」
の様式については、国税庁のホームページ
http://www.nta.go.jpからダウンロードするこ
ともできます。
※振替納税をご利用の方の振替日は、平成19
年２月ごろに国税庁のホームページでお知
らせします。

その他の納税方法
その他の納税方法としては、

１．納付書を利用して最寄りの金融機関の窓口
または所轄の税務署での納付

２．インターネットバンキングなどを利用して
納付する電子納税
（国税電子申告・納税システムホームページ
アドレスhttp://www.e-tax.nta.go.jp）があり
ます。
振替納税の手続きや納税等でご不明な点が

ありましたら、最寄りの税務署へお尋ねくだ
さい。

期限内に納付できなかった場合は
もし、本税を期限内に納付できなかった場合

は、延滞税を併せて納付しなければならないだ
けでなく、財産差し押さえなどの滞納処分を受
ける場合もあります。
早急に最寄りの金融機関で納付を済ませる

か、納付できない事情がある場合には、お早め
に所轄の税務署にご相談ください。

伊野税務署
@０８８・８９３・１１２１
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国
民
年
金
だ
よ
り

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民

年
金成

人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
十
歳
に
な
る
と
、
み
ん
な

「
国
民
年
金
」
に
加
入
し
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
、
ご
存
じ
で
す

か
？
「
国
民
年
金
」
は
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
病
気
や
け
が
な
ど
で
収

入
が
途
絶
え
て
も
、
誰
も
が
安
心

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
社
会

全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

二
十
歳
に
な
る
と
、
ま
ず
年
金

手
帳
と
納
付
案
内
書
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
そ
の
年
金
手
帳
に
記
載

さ
れ
た
基
礎
年
金
番
号
は
、
年
金

を
受
給
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、

会
社
に
就
職
す
る
と
き
な
ど
一
生

涯
使
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

「
国
民
年
金
」
は
、
学
生
の
皆

さ
ん
に
も
保
険
料
の
納
付
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料

を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
学
生
以
外
の
二
十
歳
台
の

方
に
は
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
制
度
も
、
役
場
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

「
平
成
十
八
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
お

よ
び
共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ

れ
る
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
は
、
所
得
税
法
上

「
雑
所
得
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で

は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
全
員
に

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

を
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
（
毎
年
一
月
下
旬
）。

こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、

平
成
十
八
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年

金
の
総
額
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
た
介
護
保
険
料
の
金
額
、
源
泉

徴
収
税
額
お
よ
び
控
除
内
容
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の

「
源
泉
徴
収
票
」
が
必
要
で
す
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
課
税
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
「
源
泉
徴

収
票
」
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

�
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７


